
 

（要望） 下山工場従業員西第 1駐車場から通用門までの通勤経路となっている歩道が未舗装のま

まで、以前に砂利を押し固める簡易舗装が実施されたものの、現在は荒れており、歩行時

に危険な状態。安全確保のため、舗装整備の実施をして欲しい。 

 

（回答）道路河川課へ、これまでの経緯を踏まえて対応を依頼し、舗装整備が実施されました。 

わたなべいくお の主な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城山保育園は、老朽化への対応と保育環境の向上を

目的に、福谷町仲田へ移転新築され、2026年 4月の

開園を予定しています。新園舎は木造で整備され、

子どもが快適に過ごせる温かな空間づくりや安全性

の向上、園庭整備、再生可能エネルギーの活用な

ど、保育機能の充実を図る計画です。 

 

併せて、園北側駐車場では、トヨタ自動車先進プロジ

ェクト推進部が開発した自然素材のウッドチップ舗装

を外構に採用したことで、園舎と外構を一体的に評価

し、「あいち認証材 CO₂貯蔵量認定制度」を取得予定と

なっており、県内初の事例となる予定です。 

 

今回、園児も施工に参加し、地域と企業が連携して

新園づくりを進める取組となりました。 
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「住んでよかった」と思える みよし市 を目ざします！ 

 

KABANET アドレス 

先進的な取組を保育園で実施しました 

安全・安心な歩道整備を行いました 

トヨタ自動車
下山工場 

県道２８４号 

西第１駐車場 

要望場所 対応前 

砂利がはがれて歩きにくい！ 

園児もウッドチップ施工に参加しました。 

 トピックス

対応後 

アスファルト舗装へ変更 



 
   

＜一般質問＞「人口減少社会における“安心・安全・快適”の実現に向けて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）毎年国が決定する公共工事労務単価 

（２）行政機関が定める労務単価の基準 

  （（１･2）最低賃金以上が定められま

す） 

 

（１）提出書類に虚偽記載したとき 

（２是正措置を講じず又は報告せずまたは虚偽報告 

をしたとき 

公契約の解除することができる。市に損害が生じた

ときは損害を賠償しなければならない 

 

妊産婦医療費助成制度の創設 

（要旨） 妊娠期の医療費が対象外で、出生後から高校生ま

で助成される本市支援の不連続性を指摘しました。全国で

妊産婦医療費助成が進む中、本市では制度の必要性や課

題整理、先行事例の分析が十分でない現状を示し、妊娠期

から切れ目なく子どもを守る施策として検討を求めました。 
 

問 妊産婦医療費助成制度が導入されていない 

現状について、市はどのような課題認識を持ち、 

制度化の検討を今後どのように進めていくのか。 
 

答 市は妊産婦医療費助成の具体的検討や費用対効果の把

握は行っていないが、切れ目ない支援の必要性は認識して

おり、既存施策と連携し子育て支援の充実を図る  と答弁

しました。 

 私の考え 出生前も出生後も等しく「こども」であり、妊娠

期の医療支援は出生後の健康支援と本質的に同じです。しか

し本市では妊娠期のみ医療費助成がなく、「切れ目ない支援」

との整合に課題があります。先行自治体の効果を踏まえ、引

き続き妊娠期支援を子育て施策の中でどう位置づけるか、さ

らなる検討を求めます。 

  ペロブスカイト太陽電池の実証実施 

（要旨）次世代技術であるペロブスカイト太陽電池につ

いて、軽量で設置自由度が高い点などの優位性と、公共

施設への活用可能性を確認しました。城山保育園を実

証フィールドとした取組を評価し、得られた知見を本市

の脱炭素施策へ着実に生かすよう求めました。 
 

問 ペロブスカイト太陽電池の社会 

実装に向け、本市は実証事業に取り組む考えは 
 

答 軽量で設置自由度が高い新技術として、再生可能

エネルギーの導入拡大に寄与すると評価し、本市と

して社会実装に向けた実証を進めていくとの答弁で

した。城山保育園を実証フィールドとして応募して

おり、得られた知見を今後の環境施策に生かす考え

が示されました。 

  公共施設の LED化推進 

（要旨）蛍光灯の製造終了を踏まえ、公共施設の LED

化の遅れと優先順位付けの必要性を指摘し進め方を質

問。市は一括リース方式を活用し、2030年までに全施

設の LED化を完了させる方針を示しました。 
 

問  公共施設 LED化を、本市はいつまでに、 

どのような手法で進めていくのか。 
 

答 市は、2030年までに全ての公共施設の LED

化を完了させる方針を示しました。その実現に向

け、一括リース方式を活用し、複数年度にわたり計

画的かつ効率的に更新を進めていく考えを明らかに

しました。（記事） 

 デマンド型交通の導入 

（要旨）あざぶの丘など新興住宅地で、乗継タクシーが通

勤・通学ニーズに十分対応できていない実態を踏まえ、

交通需要の把握や AI配車など先進技術の活用について

質問しました。市は、デマンド交通の有効性を検証するた

め、あざぶの丘地区で実証事業を実施する方針を示しま

した。 
 

問 通勤・通学ニーズに応えられていない現状を踏まえ、

デマンド交通をどう評価し、 

今後どのように実証するか。 
 

答 市は、AI 配車などの先進事例が利便性向上や運

行効率化に有効と認識し、通勤・通学ニーズへの対

応として、あざぶの丘地区でデマンド交通の有効性

を検証する実証事業を、令和 8年 4月から実施する

方針を示しました。（記事） 

(要旨)  人口減少が進む中、市民が安心して暮らし続けられる環境の維持・強化を問いました。妊娠

期から子育て期の支援、エネルギー転換、公共施設の省エネ化、地域交通の確保など、生活基盤に関す

る市の課題認識と今後の方向性を確認し、持続可能なまちづくりへの取組を求めました。 

みよし市の将来への市民からの声を一般質問しました。 議員としての取組み 
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